
LP-LiC工法の原理 LP-SoC工法の原理

概　要
　液状化対策あるいは軟弱地盤対策と地球温暖化の緩和とを
同時に実現し、さらには森林・林業の活性化にも貢献する、
これからの地球に必要とされる、持続可能な成長に欠かせな
い工法である。間伐材などの丸太を液状化が生じやすい地下
水位の高い緩い砂地盤に打設し、地盤を密実にする液状化対
策工法（LP-LiC工法）と、粘性土を主体とした地盤に打設し、
周面摩擦力や先端支持力によって地盤の支持力を高める軟弱
地盤対策工法（LP-SoC工法）がある。
　木材は地下水位以深では酸素がないので、腐朽や蟻害と
いった生物劣化を生じない。そのため、丸太は半永久的に健
全性を保つとともに、成長中に光合成で木材に固定した炭素
を地中に長期間貯蔵することができる。丸太は自然材料なの
で地下水汚染がなく、施工は低振動・低騒音で、周辺地盤の
変位もなく、無排土施工なので建設残土も発生しない。この
ように施工時も、周辺環境に非常にやさしい工法である。

特　長
１．安全・安心
「LP-LiC工法」は、信頼性の高い密度増大を対策原理とし
ており、確実な液状化対策効果が期待できる。
「LP-SoC工法」は、地盤と丸太の複合地盤を形成し、確実
な地盤改良効果を発揮する。地盤の支持力を考慮した合理
的な設計に加え、評価精度の高い地盤調査方法を用いるほ
ど大きな鉛直支持力を見込むことができ、コスト低減を実
現する。なお、両工法は併用可能である。
２．地球温暖化の緩和
使用する丸太は、炭素を地中に長期間貯蔵することができ
る、製造時の消費エネルギーが小さいので省エネルギーで
あるなど、温室効果ガスのCO2の削減に貢献する。
３．施工時の周辺環境への配慮
・自然素材を用いるので、地下水汚染などの心配がない
・丸太は地盤に静的に圧入するので、低振動・低騒音
・大型重機が不要なので、市街地・狭隘地での施工が可能
・丸太を無排土で圧入するので建設残土が発生しない

・施工時に材料の飛散がない
・プラントなどの設備が不要
・丸太打設による周辺地盤への変位はほとんど生じない
・養生期間が不要で、次工程にすぐ入れる
４．木材の活用
・丸太は、構造材のような高品質の木材である必要がない
・�末口14～16㎝の丸太を利用することで、間伐材など比較
的細径の未利用材の有効活用につながる
・木材需要の創出、林業再生、地域林業の活性化に貢献

適用例

軟弱地盤処理工

LP-LiC工法
（丸太打設液状化対策＆カーボンストック工法）

LP-SoC工法
（丸太打設軟弱地盤対策＆カーボンストック工法）
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LP-LiC工法の施工の様子

LP-LiC工法の施工方
法は動画で公開中
（下記QRコードより）
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製品図 工法概要図

概　要
高密度ポリエチレン製のハニカム構造を有するテラセル

（グランドセル）を用いて、軟弱地盤の支持力改善を図ると
ともに、沈下および不同沈下を抑制する工法である。
テラセルにより中詰材の砕石を拘束することで、立体かつ
盤状のマットレス基礎を構築し、構造物を設置する基礎地盤
を補強する。

特　長
１．使用材料が軽量であり特殊作業を要しないため、施工性
に優れ工期の短縮が可能。
２．従来の砕石置換工法と比較して、土工量および残土処分
が低減できる。
３．重機作業が減るため、CO₂発生量や騒音の低減、省力化
につながる。

効果が高い適用範囲
・砕石置換工法で、置換範囲が大きくなるケースや用地境界
を超える場合
・現場で大型の施工機械が使用できない場合
・狭小で人力施工を余儀なくされる場所
・工期の短縮を求められている現場
・仮設構造物基礎等での使用で、撤去を必要とする場合

製品仕様例

適用条件
自然条件
・�テラセル（グランドセル）の使用可能気温は施工時、維
持管理とも−30℃から＋50℃まで

現場条件
・N値＞0　粘性土地盤、砂質土地盤
・�基礎地盤の支持力が推定、または判定できる土質調査が
必要
・小型重機が進入可能な現場（W=2ｍ程度）
・全て人力での施工も可能

施工方法
１．現地測量、埋設物・既設構造物を確認する。
２．計画の高さに合わせて掘削・床付けを行う。
３．設計長さの吸出し防止材を敷設する。
４．設計の幅、延長にテラセル（グランドセル）を敷設する。
５．テラセル（グランドセル）を所定のセル数に切断し、連
結する。
６．セル高さに合わせて中詰材を撒き出しする。
７．テラセル（グランドセル）を吸出し防止材で巻き込む。
８．�構造物の地盤反力以上の許容支持力を確保できているか

平板載荷試験により確認する。

施工事例

軟弱地盤処理工

テラセルマットレス工法
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グランドセル
形式

標準展開寸法
（H×W×L）

セル数
（横×縦） 展開面積

GN-150MP 150㎜×2.56m×8.67m 8×30 22.19㎡

GN-150SP 150㎜×2.56m×6.84m 10×30 17.51㎡

GN-200MP 200㎜×2.56m×8.67m 8×30 22.19㎡

GN-200SP 200㎜×2.56m×6.84m 10×30 17.51㎡

ボックスカルバートの基礎

Ｌ型擁壁の基礎
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